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　ＥＭシステムズは、2019年にリリー
スした「MAPs for PHARMACY」の製品
コンセプトをリニューアルし、22年12
月から「MAPs for PHARMACY DX」を
リリースした。これにより薬局・薬剤
師業務のデジタルトランスフォーメー
ション（ＤＸ）推進を支援する
　薬局業界では、対物業務から対人業
務への対応やコロナ禍の影響による薬
局業務形態の進化、診療報酬改定への
対応など大きな環境変化があり、その
対応に迫られている。
　「MAPs for PHARMACY DX」は、
レセコンや電子薬歴の枠を超え薬局Ｄ
Ｘを通じて、「モノから人へ」に対応
した薬局をサポートし、薬剤師や患者
の顧客体験であるユーザーエクスペリ
エンス（ＵＸ）を高め、＃ＴＸ（Thanks 
Trans fo rmat i on）を実現する「オー
ルインワン・ファーマシープラット

フォーム」。ＤＸ推進に役立つシステ
ムとして、大きく三つの方向性を意識
している。各種機能を、▽ユーザーと
のつながりを深める「ＳｏＥ」▽業務
の正確性や継続性を支える「ＳｏＲ」
▽分析や洞察により成長や進化を生み
出す「ＳｏＩ」の三つに分け、各領域
での機能拡充を目指している。
　新たな機能の一つが働き方改革を支
援する「処方箋シェアリング」。クラ
ウド型レセコンの利点を生かし処方箋
入力作業がどこでも行える。電子処方
箋やオンライン服薬指導等への対応な
ど複雑化する薬局業務もワンコント
ロールでシンプルに管理が可能。また、
医薬品発注業務も薬歴情報と人工知能
（ＡＩ）の活用により業務を大幅軽減
し、本部主導の在庫管理を実現する。
　さらに、電子薬歴と患者のスマート
フォンを連携することで、先確認から

フォローア
ップまで対
応。服薬指
導やフォロ
ーアップで
は処方内容
に応じたサ
ジェスト機
能 が あ り、
薬剤師のキ
ャリアに依
存しない質
の担保と業
務効率化に
つながる。
　検査値を
もとに最適
な投与量や
禁忌などを
自動的にチ
ェックする
機能もあり、リフィル処方箋への対応
を後押しする。ほかにも、医師への報
告をサポートするＡＩ報告文書作成
（オプション）や企業や店舗内、地域

連携、医師等とのコラボレーションに
活用できるチャットアプリ、薬局経営
と薬剤師評価を支援するデータ分析
ツールの拡充を予定している。

ＥＭシステムズ「MAPs for PHARMACY DX」

薬局・薬剤師のDX推進を支援

　ネグジット総研は今春、30年以上の
経験と実績を誇るレセコンメーカーと
しての矜持と技術を注ぎ込んだ新商品
「調剤くんＶ８」をリリースした。
　これまでの使いやすさにこだわった
コンセプトはそのままに、薬歴・在宅
機能部分をクラウド化したハイブリッ
ド形式を採用し、薬局の外に活動の場
が広がっている薬剤師業務に即した
機能を搭載したシステムに生まれ変
わった。
　調剤くんブランド第８世代となる
「調剤くんＶ８」のレセコン部分では、
これまでのシリーズコンセプトである
「マニュアルいらず」をテーマとした
見やすい画面構成で、誰もが直感的で
容易な操作を実現。ボタンの配置や大
きさ、入力者ごとに選べる文字サイズ、
ファンクションキー対応操作画面など
多様なニーズに対応。圧倒的な使いや
すさを追求している。
　また、新機能としてスケジュール管

理機能やダッシュボード機能を配置
し、当日の入力業務だけでなく、その
日以降の予定や状況など業務全体を立
体的に把握できるよう進化を果たして
いる。
　窓口業務機能では、本部から遠隔リ
モートにより入力支援する機能を実
装。枚数の関係で入力事務を配置しづ
らい店舗やスタッフの急な病欠や増患
時の応援・入力技術補助など、多岐に
わたる用途に対応可能だ。これも長年
の経験からユーザーのニーズに応えた
機能の一つ。
　環境対策にも配慮しており、特に
ペーパーレス化にはこだわりを持つ。
電子薬歴のみならず電子調剤録も搭載
している（オプション、ガイドライン
準拠）。問診票などの局内保管帳票も
合わせてスキャンして画像化し、患者
データと一緒に保存しておくことでい
つでも閲覧することができるので、紛
失などのリスクもなく保管場所の確保

も不要となる。さらに、プリンタのト
ナー・インク・電気代・本体の摩耗消
耗から印刷コストの大幅な削減を実現
しており、環境に優しい薬局づくりに
貢献できる。
　電子薬歴は調剤くんシリーズ初のク
ラウド化を実現した。薬局内の決まっ
た端末での操作以外にノートパソコン
やタブレット（iPad等）での入力操作
が可能となった。
　通信は安心のセキュリティ対策を施

したＶＰＮ通信を採用。生体認証ログ
インなど複数の安全装置を施すことで
個人情報漏洩対策は万全を期してい
る。これにより在宅業務や電話当番時
に瞬時に患者情報を確認することがで
き、薬剤師業務の機動性充実に寄与す
るシステムとなった。
　これまでの利便性はそのままに、新
たな機能を持った「調剤くんＶ８」を
ぜひ体験してほしい。

ネグジット総研「調剤くんＶ８」

薬局ＤＸ化の未来をつなぐ


